COPD患者に対する6分間歩行試験において、運動能力を多面的に分析するための新しい指標の有用性の検討 by 井尻, 尚樹
 
 
氏     名   井尻 尚樹 
学 位 の 種 類   博士（医学） 
学 位 記 番 号   第 6138号  
授与報告番号   甲第 3458号 
学位授与年月日   平成 27年 3月 24日  
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項該当者  
学 位 論 文 名   Application of a New Parameter in the 6-minute Walk Test for Manifold 
Analysis of Exercise Capacity in Patients with COPD 
(COPD患者に対する 6分間歩行試験において、運動能力を多面的に分析する 
ための新しい指標の有用性の検討) 
論文審査委員   主 査 平田 一人 教授     副 査 末廣 茂文 教授  
          副 査 首藤 太一 教授 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の身体活動性評価において、6分間歩行試験から得られる新しい指標
（desaturation distance ratio: DDR）の有用性についての検討。 
 
【対象】 
当院通院中の外来患者 41人を対象とし検討した。悪性腫瘍・心血管障害・最近の手術歴、4週間以
内の COPDの急性増悪のある患者は除外した。 
 
【方法】 
全被験者に対して身体検査、呼吸機能検査、6分間歩行試験を施行。DDRは 100%から 6分間歩行試験
時の 1分毎の SpO2(%)を引いた値をそれぞれ足し合わせて求められた Desaturation area (DA)を用い
て、DA/6分間歩行距離で計算された。 
 
【結果】 
6分間歩行距離および DDRは両者とも呼吸機能（1秒率(%)、予測 1秒量(%)、拡散能(%)）と有意な相
関を示した。さらに DDRは、⊿SpO2(6分後の SpO2(%)- 安静時の SpO2(%))および⊿Borg(6分後の Borg 
scale- 安静時の Borg scale)とも有意な相関を示した。 
 
【結論】 
DDRは 6分間歩行距離と同様、呼吸機能との相関を認めた。さらに DDRは労作時の呼吸困難感および
酸素飽和度の低下とも相関を示した。このことから DDRは、COPD患者の身体活動性を包括的に評価
できる指標になりうる可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 慢性閉塞性肺疾患（COPD）は通常進行性で持続性の気流閉塞を特徴とする疾患であり、世界的に
も増加傾向にある。症状としては、慢性的な咳嗽・喀痰や労作時の呼吸困難があり、さらに病状が進
行すると呼吸困難により日々の活動量(Physical activity) が低下していく。COPD の病状に対する評
価項目の１つである 6 分間歩行距離(6MWD)は、運動中の総合的な評価項目として広く適用されてい
る。しかし 6 分間歩行距離が、運動中の酸素化能及び自覚症状を含む身体機能の評価に有用か否か
は不明瞭である。そのため 6 分間歩行試験において、運動耐容能を多面的に評価する新しい指標が
求められている。そこで、6 分間歩行試験において過去の研究で新しい指標が提案されており、
Desaturation distance ratio (DDR)がある。これは 6 分間歩行試験中の 1 分毎の SpO2 を引いた値の
総和を 6 分間歩行距離で割った値であり、肺線維症を含む間質性肺炎に適用されたという経緯があ
る。本研究は DDR を COPD に初めて適用した研究であり、DDR の有用性について検討したもので
ある。 
外来通院中の安定期 COPD 患者 41 例を対象とし、全例に対し問診、身体測定、呼吸機能検査、6 分
間歩行試験を施行した。 
その結果、6MWD 及び DDR ともに、%FEV1、FEV1/FVC、%DLCO と有意な相関を認めた。 
6MWD と⊿SpO2 とは相関は認めなかったが(r=0.142, P=0.375)、DDR と⊿SpO2 においては有意な
相関を認めた(r=-0.656, P<0.001)。また、6MWD と⊿Borg とは相関は認めなかったが(r=-0.307, 
P=0.051)、DDR と⊿Borg においては有意な相関を認めた(r=0.486, P=0.001)。 
これらの結果から本研究では、DDR は 6MWD とほぼ同等な肺機能との相関性を見出し、かつ運動中
の酸素化の低下及び自覚症状をも反映していたことから、総じて DDR は日常生活における身体活動
性の評価に有益である可能性を示した。 
以上のことから本研究は、COPD 患者において DDR は呼吸機能のみではなく、運動時の酸素化能や
呼吸困難感などに関連する運動能力を、多面的に評価するための指標として有用であると考えられた。
従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
